
 

田村市指定有形文化財 
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田村市船引町門鹿字樋ノ口地内に所在する樋ノ口供養塔は、正応５（１２９

２）年１２月の紀年名をもち、紀年名が確認できる市内の石造物の中では最も

古いもので、高さ１３０ｃｍ、幅１１１ｃｍの大きさです。 

娘を亡くした親が建立したもの 

で、種子のキリークは阿弥陀如来 

を示しています。年月を略してい 

るのは当時の傾向であろうと推測 

されます。 

 石材に種子の梵字と造立した趣 

旨とを刻んだ供養塔は、鎌倉時代 

から造られるようになり、阿弥陀 

信仰の大きな広まりがその背景に 

あったといわれています。 
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